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町
制
施
行
60
周
年
記
念
第
21
回
吟
詠
「
泊

天
草
洋
」
全
国
大
会
は
10
月
25
日
に
志
岐
集

会
所
で
開
催
さ
れ
、
東
京
や
千
葉
、
大
阪
な

ど
全
国
か
ら
１
０
1
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

賴
山
陽
の
名
詩
「
天
草
洋
に
泊
す
」
は
地

元
富
岡
小
学
校
校
歌
の
一
節
に
も
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。
名
詩
が
生
ま
れ
た
ゆ
か
り
の
地
苓

北
に
、
多
く
の
詩
吟
愛
好
者
が
集
い
、
歴
史

と
文
化
を
継
承
す
べ
く
、
の
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

ま
た
本
年
は
、
独
吟
一
部
（
69
歳
以

下
）
、
独
吟
二
部
（
70
歳
以
上
）
、
合
吟
に

加
え
、
歴
代
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
に
よ
る
歴

代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
も
新
設
さ
れ
、
11
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
恒
例
と
な
っ
た
全
員
で
吟
じ
る

「
大
合
吟
」
が
会
場
を
包
み
、
本
年
も
ま
た

大
会
を
通
し
て
、
苓
北
の
地
で
多
く
の
交
流

が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上
位
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

﹇
敬
称
略
﹈

（
歴
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

小
佐
井　

敏
明　
（
熊
本
市
）

　

敢
闘
賞　

林　

柳
子　
　
　
（
東
京
都
）

（
独
吟
二
部
）

　

最
優
秀
賞　

坂
口　

美
恵
子　
（
熊
本
市
）

　

優
秀
賞　

小
林　

知
徳　
　
（
玉
名
市
）

　

優
良
賞　

藤
本　

君
子　
　
（
宇
土
市
）

（
独
吟
一
部
）

　

最
優
秀
賞　

鯵
川　

ひ
と
み　
（
熊
本
市
）

　

優
秀
賞　

野
上　

カ
ヅ
ミ　
（
福
岡
市
）

　

優
良
賞　

鶴
賀
谷　

修　
　
（
大
阪
府
）

（
合
吟
）
※
５
人
一
組

　

最
優
秀
賞　

田
中　

裕
美　
　
（
天
草
市
）

　
　
　
　
　
　

安
部
井　

裕
子　
（
熊
本
市
）

　
　
　
　
　
　

坂
田　

泰
子　
　
（
熊
本
市
）

　
　
　
　
　
　

加
納　

由
美
子　
（
玉
名
市
）

　
　
　
　
　
　

山
中　

知
世　
　
（
熊
本
市
）

広報れいほく ２０１５ 11月号
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（
平
成
27年

）

■
 発
　
行
／
苓
北
町
役
場
　
〒
863-2503 熊

本
県
天
草
郡
苓
北
町
志
岐
660番

地
　
 ☎
0969-35-1111 　

 0969-35-2454 
　
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://reihoku-kum

am
oto.jp/

■
 発
行
日
／
平
成
27年

1１
月
2０
日
　
■
 編
集
／
総
務
課
　
■
 印
刷
／
㈱
印
刷
セ
ン
タ
ー

携帯でホームページが見られます。

有
事
に
備
え
る
防
災
訓
練

苓
北
町
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を

公
表
し
ま
す

雲
耶
山
耶
呉
耶
越
水
天
髣
髴
青
一
髪

萬
里
泊
舟
天
草
洋
煙
横
篷
窓
日
漸
没

瞥
見
大
魚
波
間
跳
太
白
當
船
明
似
月

あ
れ
に
見
え
る
の
は
雲
で
あ
ろ
か
、
山
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
中
国
の
呉
の
地
か
、
越
の
地
か
。
水
と
空

と
が
、
あ
た
か
も
青
い
髪
の
毛
を
張
っ
た
よ
う
に
、

一
線
を
画
し
て
連
な
っ
て
い
る
。
は
る
ば
る
京
洛
よ

り
来
て
、
こ
の
天
草
洋
に
船
ど
ま
り
す
れ
ば
、
夕
も

や
は
静
か
に
船
の
小
窓
を
こ
め
て
、
太
陽
は
し
だ
い

に
西
の
海
に
沈
ん
で
い
く
。
お
り
し
も
、
大
き
な
魚

が
、
と
つ
ぜ
ん
波
間
に
は
ね
る
の
を
見
た
。
空
に
は

宵
の
明
星
が
出
て
、
船
を
照
ら
し
て
お
り
、
ま
る
で

月
の
よ
う
に
明
る
い
。

左）独吟二部で最
優秀となった坂口
美恵子さん（熊本
市）。
全出場者が「泊天
草洋」を吟じる本
大会。独吟の部は
持ち時間一人２分
10秒となっている。

上）苓北町から出場
した錦戸勝彦さん
（坂瀬川和田在住、
独吟二部）

全
国
か
ら
１
０
１
人
が
名
詩
を
吟
じ
る

―

賴
山
陽
ゆ
か
り
の
地
、
苓
北

泊天草洋
あまくさなだにはくす

編
集
後
記

▼
11
月
14
日
、
苓
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
が
り

ゅ
う
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
屋
上
一
面
に
ち
り
ば

め
ら
れ
た
約
６
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
は
圧
巻

▼
今
冬
は
１
月
初
旬
ま
で
点
灯
し
、
一
般

公
開
も
あ
る
そ
う
で
す
。
き
れ
い
な
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一
度
見
に
い
か
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
▼
き
れ
い
と
い
え
ば
、

苓
北
町
の
「
夕
や
け
」
。
11
月
７
日
、
苓

北
夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
曇
空
の
小
雨
ま
じ
り
。
残
念
な

が
ら
、
き
れ
い
な
「
夕
や
け
」
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
▼
５
歳
の
息
子
。

し
き
り
に
「
夕
が
た
」
マ
ラ
ソ
ン
と
連
呼

し
て
い
た
の
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
…
苦

笑
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溝
上
基
）

告
知
端
末
の
電
源
は
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

告
知
端
末
が
聞
こ
え
な
い
と
き
は
連
絡
を
。
総
務
課
☎
３５
－
１１１１

お問い合わせは☎３５－１１１９まで
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町の動き
平成27年10月末現在

※（ ）は前月比

主な行事予定
The main events

賴山陽
らいさんよう

2015（平成27）年
11月20日（金）

目次
Contents

日 月 火 水 木 金 土

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

122015 December

天皇誕生日

日 月 火 水 木 金 土

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

１ January2016

成人の日

元日

7,750人（－9）
男3,617人（－6）　女4,133人（－3）
世帯数　3,231戸（＋2）

12月 １日（火）　特設人権相談所
12月 ６日（日）　第３回天草ジオパーク祭

12月10日（木）　議会定例会（※11/27の議会運営委
　　～11日（金）　員会で期日、日程を決定）
12月10日（木）　苓北町ナイターサッカー大会
　　～18日（金）

１月 ４日（月）　苓北町成人式

１月10日（日）　消防出初式

１月15日（金）　町制施行６０周年記念式典

１月24日（日）　苓北町駅伝大会

　江戸時代後期の歴史家、思想家、

詩人。著作「日本外史」は幕末の尊

王攘夷思想に大きな影響を与えた。

戦国大名武田氏と上杉氏の天下

分け目の合戦「不識庵撃機山図

（川中島）」を詠んだ詩人として

も知られる。

　文政元年（1818）８月、賴山陽は西遊の途中、長崎茂木か

ら富岡に開塾中の儒学者を訪ねたとき西海天草灘の展望を詠

んだのが「泊天草洋」。

　この名詩で天下に、その名を知らしめる。

０２　町の動き/カレンダー/主な行事予定

０３　目次

０４　防災訓練

０６　苓北夕やけマラソン２０１５

０８　苓北町人事行政の運営状況公表

１０　歴史を訪ねて

１１　チームぱくぱく/ひだまり

１２　１カ月の出来事

　　　器楽合奏コンクール/真珠とりだし体験で交

流/苓北発電所オープンデー/海上自衛隊艦艇

あまくさ/中体連駅伝/長寿会ボランティア/

親善ハンドボール大会/四半的弓道苓北大会/

介護予防講演会/屋内消火栓操法/同級生ミニ

バレー大会/カッターチャレンジ/茂木地区

ふれあい祭/シェイクアウト訓練/秋季ミニ

バレー大会/天草郡市育樹祭/第１４回ふれ

あい祭/町内４地区で文化祭

１６　インフォメーション

　　　第３回天草ジオパーク祭/パブリックコメント

（意見募集）/関東ふるさと苓北会

１８　秋の例大祭

２０　みんなのひろば

２２　社会福祉協議会だより

２３　たっしゃかもん

２４　お知らせ

２７　こせきのまど

２８　吟詠「泊天草洋」全国大会

▲レタス畑に灯る防蛾灯。
　表紙写真は志岐城址から撮影（１１月５日）

志岐八幡宮例大祭（１０月１８日）

自衛艦あまくさ（１０月２０日）

苓北夕やけマラソン２０１５（１１月７日）

「泊天草洋」

カレンダー
Calendar

広
報れいほく

25P

25P

25P

16P

最新情報は
苓北町公式facebookでチェック

 町ＨＰにバナーがあります。苓北町 で検索
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　本年度の苓北町防災訓練は１１月８日に都呂々小学校を
災害対策本部に実施され、地元住民、自主防災会、小学
校児童・先生、消防団、苓北分署、議会議員ら約３００人
が参加しました。
　震度５強の地震、大津波を想定した避難、救出、応急
手当などを訓練。校舎に発生した火災の消火訓練では、
消防団がホース連結、放水までを実践しました。
　自然災害の発生を防ぐことはできません。大事なこと

は発生後の適切で迅速な対応です。

　日頃から防災の知識・意識をもつよう心がけましょう！

広報れいほく ２０１５ 11月号

「訓練！訓練！只今、苓北町に震度５強の地震が発生しました」

地震、大津波、火災
有事に備える防災訓練

左）下）
火元が校舎の火
災を想定した消
防団による消火
訓練では実際に
放水

右）災害対策本部
では、町長、教育
長、分署長、消防
団長らが指示・報
告を行った

上）ロープを使った校舎２階からの救出訓練

上）避難の途中では濃煙テントを使い通過訓練

下）心肺蘇生法を学ぶ都呂々小児童

上）分署隊員、消防団員に救助される都呂々小児童

左
）
臨
時
救
護
所
用
の
エ
ア

ー
テ
ン
ト
は
お
よ
そ
３
分
で

で
き
あ
が
る

左
）
竹
の
棒
と
毛
布
で
つ
く
っ
た
担
架
に
人
を

の
せ
て
持
つ
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
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上）みかんで夕日を表現してくれたランナー
下）一斉にスタートする小中学生（４㌔の部）

上）都呂々の給水所では地元の人が「みかん」でおもてなし 上）「がんばれ」沿道からの声（都呂々）

下）今回新設された４㌔コースを走る小学生

下）４㌔の部には保育園児も

上）トップの平山選手（天草市）に併走する実業団ジュリアスタンキ選手（ハーフ）
左）農村Ｇの照明に照らされる中、最終走者がゴールへ（ハーフ）

左）最高齢者賞の
吉永繁敏さん
（＝天草市、75歳）

ハーフ男子　平山　浩二　　天草市　（1:17:55）
ハーフ女子　福田百合子　　宇土市　（1:39:49）
１０㌔男子　兵頭　哲也　　苓北町　（　42:10）
１０㌔女子　高智穂奈美子　熊本市　（1:00:16）
４㌔男子　川原　良介　　苓北中　（　13:47）
４㌔女子　荒木　真凜　　志岐小　（　17:46）

［敬称略］

１９８人が秋の苓北路を走る
夕日は、
　エネルギーに。

各部門優勝者（記録）

れいほく

　苓北夕やけマラソン２０１５は１１月７日に開催さ
れ、総勢１９８人のランナーが秋の苓北路を走った。
　残念ながら夕日を見ることはできなかったが、ランナ
ーにとっては走りやすい小雨まじりの曇り空。各部門で
実業団選手が併走し大会を盛り上げた。
　沿道では手づくりの横断幕など、たくさんの人が声援
を送った。

上）１０㌔の部。実業団選手がペースメーカー？

右）町外からたくさんのランナーが参加

苓北
夕や
けマ
ラソ
ン2
01
5

スタートラインに位置をとるランナー
（＝農村グラウンド入り口付近、ハーフマラソンの部）

走走
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給　

料

報　

酬

（4）特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　（平成2７年4月1日現在）

区　　　分 給 料 月 額

町　　長
副 町 長
教 育 長
議　　長
副 議 長
議　　員

７５８，０００円
５６９，０００円
５３１，０００円
３０３，０００円
２５０，０００円
２２８，０００円

１．２２５月分
１．２２５月分
１．２２５月分
１．２２５月分
１．２２５月分
１．２２５月分

１．３７５月分
１．３７５月分
１．３７５月分
１．３７５月分
１．３７５月分
１．３７５月分

２．６０月分
２．６０月分
２．６０月分
２．６０月分
２．６０月分
２．６０月分

12月期6月期 計

期末手当など（支給割合）

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間・休憩・休息時間・週休日の状況

（2）休暇制度の概要

（注）一部の施設等においては、１週間当たり38時間45分の勤務
　　　時間を別に指定しています。

勤務時間 休憩時間 休息時間 週 休 日

８：３０
～１７：１５

１２：００
～１３：００ ̶ 日曜日

および土曜日

　　　　要 件 、 日 数 な ど

最大で年に20日付与

必要と認められる期間

結婚休暇

産前休暇

産後休暇

妻の出産休暇

育児時間休暇

同居の親族の看護休暇

親族の死亡休暇

夏期休暇

最大6ヵ月（無給）

年に30日以内（無給）

休暇の種類

年次有給休暇

病 気 休 暇

特 別 休 暇
（主なもの）

介 護 休 暇

組 合 休 暇

5日以内

8週間以内

8週間以内

2日以内

１日を通じて90分を
超えない範囲内

５日（2人以上の場合10日）

7日（親族等級により異なる）

3日以内

4 職員の分限および懲戒処分の状況
職員の給与に関する状況

職員の任免および職員数の状況

（1）分限処分（平成26年度中）　　無し
（2）懲戒処分（平成26年度中）　　無し

5 職員の服務の状況
（1）服務の原則

①　法令等および上司の職務上の命令に従う義務
②　信用および名誉を守る義務
③　秘密を守る義務
④　職務に専念する義務
⑤　一定の政治的行為を行わない義務
⑥　争議行為等を行わない義務
⑦　営利企業等の従事制限

　地方公務員には、全体の奉仕者として守らなければなら
ない義務が定められています。その内容は次のとおりです。

7 職員の福祉および利益の保護の状況
（1）職員の健康診断の実施状況（平成26年度）

（2）職員互助会が実施した福利厚生事業の状況
　（公費支出なし）

①事業費総額　10,000円
②事業内容
事務服購入補助　１名　事業費　10,000円

　実施事業

定期健康診断

人間ドック

　　  対　　象　　職　　員

人間ドック受診者以外の全職員

３０歳以上の職員のうち希望者（58名）

（3）公務災害の発生状況（平成26年度） 　無し
（4）育児休暇の取得状況（平成26年度） 　３名
（5）利益の保護状況（平成26年度）

内　　　　　　容

職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求
職員に対する不利益な処分についての不服
申し立て

有　無

無し

無し

6 職員の研修の状況
（1）研修の実施状況（平成２６年度）

研　　　　修　　　　内　　　　容
○　総合法令管理システム研修（町独自）
○　採用後３年以内職員研修（町独自）
◎　一般職研修
　●新規採用職員研修
　●新規採用職員フォローアップ研修
　●採用後５年職員研修
　●採用後10年職員研修
　●新任課長研修
◎　専門研修
　●税徴収事務研修
　●市町村民税研修
　●固定資産税初級研修
　●固定資産税（家屋評価）研修
　●女性職員ステップアップセミナー
　●メンタルヘルス研修
　●人事評価研修
　●ＩＴ人材育成研修
　●面接技法研修
　●接遇研修

11人
６人

１人
１人
４人
３人
３人

２人
３人
１人
１人
１人
２人
２人
10人
３人
１人

1
（1）職員の任免および職員数の状況

（2）部門別職員数の状況
（平成27年4月1日現在）

2
（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

区　分

平成２7年
4月1日現在

平均給与月額平均給料月額 平均年齢 平均給与月額平均給料月額 平均年齢

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

区　分

26年度

歳出額Ａ
住民基本
台帳人口

千円７，７９２人

実質収支

6,013,441
千円

124,551
千円 ％

855,790 14.2
％

11.6

人件費B 人件費率
（B/Ａ)

（参考）
25年度の
人件費率（平成２7年3月31日現在）

（外国人61人を含む）

平成25年
４月1日
現在職員数

平成25年4月2日～
平成26年4月1日
採用 退職

平成26年
4月1日
現在職員数

平成26年4月2日～
平成27年3月31日
採用 退職

平成27年
3月31日
現在職員数

平成27年
4月1日
現在職員数

平成２2年
4月1日
現在職員数

平成17年
4月1日
現在職員数

平成2７年
4月1日

採用 退職

１０１人  ４人 ２人 １０３人  １人 ３人 １０１人  ９８人  １１２人  １０３人  ３人 ６人
（5年前） （10年前）

区　　　　　　　分

部　　　　　門

職 員 数

 平成２7年

議 会 事 務 局

総 　 　 務 　 　 課

企 画 政 策 課

会 計 課

税 務 住 民 課

福 祉 保 健 課

水 道 環 境 課

農 林 水 産 課

商 工 観 光 課

土 木 管 理 課

　  小　　　　計

教 育 委 員 会
（給食調理場職員含む）

水道（水道環境課）

下水道（水道環境課）

特排（水道環境課）

　  小　　　　計

２人

１３人

７人
３人
１１人
１７人
２人
９人
５人
８人
７７人

１４人

４人
２人
１人
７人

一　

般　

行　

政　

職　

部　

門

特別会計
部　　門

特別行政
部　　門

  出張所および広域（連合派遣職員含む）

円
338,467

円
361,861

歳
44.0

円
349,410

円
349,410

歳
57.3

千円
372,345

千円
50,620

千円
136,454

千円
559,419

千円
6,080

９２人

区　分 職員数
Ａ

27年度

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　  B

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給  与  費
（B/A）

（教育長含む）

苓北町人事行政の運営状況を公表します
苓北町人事行政の運営状況の公表に関する条例

苓北町の職員数や給与などについて公表します。

■問い合わせ先　総務課　担当／尾脇　☎○内２０７　○町３５－１１１１
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富
岡
半
島
の
模
型

　

こ
れ
ま
で
、
何
度
か
作
成
さ
れ
た
模
型

は
、
地
質
学
的
な
面
か
ら
、
富
岡
半
島
の
成

立
過
程
を
表
現
す
る
た
め
で
し
た
。
し
か

し
、
今
回
は
、
こ
の
事
に
加
え
て
、
当
然
、

歴
史
面
を
強
調
し
、
富
岡
城
が
存
在
し
た
江

戸
時
代
前
期
や
、
そ
の
後
の
明
治
維
新
ま
で

の
陣
屋
時
代
の
事
も
取
り
込
み
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
教
え
て
頂
い
た
地

名
も
明
記
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
町
民
の

方
の
興
味
を
引
く
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

縮
尺
は
、
五
千
分
の
一
の
大
き
さ
で
す
。

平
面
部
分
は
、
正
確
に
形
づ
く
り
、
高
さ

は
、
多
少
、
縮
尺
の
度
合
い
を
大
き
く
し
ま

し
た
。
こ
う
し
な
い
と
、
立
体
的
な
復
元
が

上
手
く
い
か
な
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
富
岡

城
跡
の
本
丸
は
、
標
高
70
ｍ
で
す
か
ら
、
そ

の
ま
ま
で
す
と
、
わ
ず
か
１
・
４
㎝
の
高
さ

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
程
度
で
は
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
の
で
す
。

　

実
際
、
富
岡
城
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
て
あ
る
富
岡
半
島
の
超
小
型
の
模
型
に

は
、
「
高
さ
は
、
平
面
の
縮
尺
よ
り
も
５
倍

に
拡
大
し
て
い
ま
す
」
と
の
但
し
書
き
が
付

い
て
い
ま
す
。
今
回
の
場
合
は
、
最
小
限
度

の
３
倍
強
に
留
め
ま
し
た
。

〔
陸
繋
島
の
成
立
過
程
〕

　

砂
州
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
成
長
し
、

志
岐
平
野
と
離
れ
小
島
を
連
結
し
ま
し
た
。

幅
約
70
ｍ
、
長
さ
１
㎞
の
規
模
が
あ
り
、
富

岡
町
が
存
在
し
ま
す
。

　

普
通
、
海
岸
近
く
に
島
が
あ
る
と
、
そ
の

間
の
海
は
、
波
が
互
い
に
打
ち
消
し
合
っ
て

静
か
な
部
分
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
、
沿
岸

流
な
ど
で
運
ば
れ
て
き
た
砂
礫
が
徐
々
に
堆

積
し
て
砂
州
が
発
達
し
ま
す
。
そ
う
し
て
海

岸
と
島
が
繋
が
る
の
で
す
。

　

五
和
町
の
大
島
地
区
で
は
、
海
岸
か
ら
３

０
０
ｍ
先
の
海
に
亀
島
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
初
期
段
階
の
砂
州
が
見
ら
れ
、
干
潮

時
に
な
る
と
通
路
が
出
現
し
ま
す
。
そ
し
て

潮
が
満
ち
る
と
姿
を
消
し
ま
す
。
い
ず
れ
、

こ
の
島
も
大
島
地
区
と
陸
続
き
に
な
る
事
が

分
か
り
ま
す
。

　

九
州
の
陸
繋
島
は
、
志
賀
島（
福
岡
市
）と

青
島（
宮
崎
市
）が
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
砂
嘴
〕

　

富
岡
半
島
が
出
来
上
が
っ
た
後
、
高
浜
方

面
か
ら
北
上
す
る
沿
岸
流
は
、
陸
繋
島
の
北

岸
を
東
側
へ
進
み
、
元
袋
あ
た
り
か
ら
「
砂

嘴
」
と
呼
ば
れ
る
砂
礫
を
堆
積
し
、
孤
を
描

く
地
形
を
造
り
ま
し
た
。
「
巴
崎
」・「
曲

崎
」
の
地
名
が
残
り
、
巴
湾
を
形
成
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

〔
富
岡
城
の
袋
池
〕　

　

袋
池
に
注
ぐ
の
は
、
北
側
が
春
川
、
南
側

が
中
山
川
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
春
川

の
上
流
域
に
、
春
ノ
迫
川
の
あ
る
事
が
模
型

か
ら
分
か
り
ま
す
。
水
量
を
確
保
す
る
上
で

大
事
な
川
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
途

作
成
さ
れ
た
「
富
岡
城
の
模
型
」
か
ら
は
読

み
取
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
半
島
の
模
型
で

は
、
袋
池
の
上
域
に
あ
た
る
西
側
区
域
の
様

子
も
分
か
り
ま
す
。

〔
富
岡
半
島
に
つ
い
て
〕　

　

袋
池
の
東
側
を
除
き
、
三
方
の
海
岸
は
、

大
方
、
山
の
斜
面
が
急
傾
斜
を
な
し
て
海
岸

も
遠
浅
に
な
っ
て
い
ま
す
。
船
を
着
岸
で
き

る
の
は
、
巴
湾
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
北
側
背
後
と
西
側
に
山
を
負

い
、
東
側
に
海
を
望
み
、
南
側
に
富
岡
地
区

と
志
岐
平
野
を
望
む
有
り
様
は
、
築
城
時
に

重
要
視
さ
れ
る
「
風
水
説
」
を
も
彷
彿
さ
せ

ま
す
。
半
島
で
は
、
現
在
の
地
が
最
も
城
地

に
適
し
た
場
所
と
言
え
ま
す
。

〔
半
島
の
地
名
〕

　

乙
女
こ
か
し
・
弁
慶
岩
・
飯
盛
山
・
犬
戻

し
・
水
尻
・
黒
岩
・
長
崎
浜
・
的
谷
・
つ
つ

ま
瀬
・
日
本
松
・
竹
ノ
下
・
白
州
・
カ
キ
の

瀬
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
44
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

〔
地
図
に
書
か
れ
た
陣
屋
時
代
の
地
名
〕　

　

白
岩
崎
・
田
尻
・
針
の
耳
・
水
屋
・
黒
岩

崎
・
宇
瀬
・
八
石
鼻
・
本
袋
・
赤
岩
・
曲

崎
・
内
町
之
内
一
丁
目
・
内
町
之
内
弐
丁

目
・
外
町
之
内
三
丁
目
・
外
町
之
内
四
丁

目
・
外
町
之
内
五
丁
目
・
新
町
な
ど
、
『
天

草
嶌
冨
岡
地
勢
要
図
』
に
記
載
さ
れ
た
地
名

を
模
型
に
お
と
し
ま
し
た
。
要
図
は
、
幕
末

の
文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
10
月
に
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

〔
付
記
〕

　

富
岡
城
・
二
の
丸
の
歴
史
資
料
館
へ
、
お

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

り
く
け
い
と
う

も
と
ぶ
く
ろ

と
も
え
ざ
き

あ
ま

く
さ
し
ま
と
み
お
か  

ち 

せ
い
よ
う  

ず

さ
き

と
も
え
わ
ん

べ
ん
け
い
い
わ

と　
や

し
ろ 

す

め
し
も
り
や
ま

い
ん
も
ど

ま
が
り

さ　

す

さ  

れ
き

か
め
し
ま

し
か
の
し
ま

さ  

し

富岡半島模型（縮尺：五千分の一）苓北町歴史資料館

■大根とツナの煮物の作り方
①大根は拍子木切り、玉ねぎはスライス、人参はせん
切り、糸こんにゃくはざくざく切り、ちくわは縦半
分にして、薄切り、干しいたけは水で戻して薄切り
にする。ツナ缶は汁気を切っておく。

②材料を油でさっと炒めて、調味料を加えて煮る。
③最後に、塩ゆでしたいんげんを加える。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「季節の食べ物について

　　　　　　　　　　　　　　　知ろう！！」

　苓北の冬の野菜といえば、“レタス！”他にも、大
根、白菜、みかんやブリなど、いろいろな食材がおい
しくなります。
　最近は、旬に関係なく年中手に入りますが、やっぱ
り、その季節の食べ物が最もおいしく、栄養価も高く
冬を越えるパワーの源になります。

　食材から、季節を感じられる子どもたちに育って
ほしいですね。

大根とツナの
煮物

（12月７日の献立）

大根とツナの
煮物

（12月７日の献立）

12月の目標

■材料名（子ども５人分）
大根……２５０ｇ
ツナ缶…７５ｇ
玉ねぎ…１００ｇ
人参……８０ｇ
糸こんにゃく…８０ｇ

  
ちくわ………３０ｇ
干しいたけ…２枚
いんげん……２０ｇ
酒……………大さじ１
砂糖…………大さじ１．５
しょうゆ……大さじ１．５

　11月も半ばを過ぎ朝夕は肌寒くなりました
が、子どもたちは元気いっぱいです。先月末に
は、九州電力ふれあい広場に遊びに行きました。
　いろんな遊具に挑戦したり、ボールを追いかけ
走ったり、体をいっぱい動かして遊びました。ど
んぐりもたくさん見つけて大喜びでした。
　今月は、野の花を使っての押し花をしたり、み
んなで一緒に歌をうたい心をリラックスし、わら
べ歌なども楽しみました。
　家で毎日子育て奮闘中
のお母さん！時には、ひ
と息ついて支援センター
で、おしゃべりしたり、
いろんなことを楽しんで
みませんか？

Ｑ：上の子が最近夜泣きをします。下の子がぐっすり
寝ている時は良いのですが、授乳中だったりする
と困ります。対応が難しいのですが！

Ａ：うちも、上の子の夜泣きが、しばらく続きました
が、心がけて抱っこしたり、昼間に相手をしてや
って、かかわる時間を多くしたりしたところおさ
まりました。

　　上の子は淋しくて満たされていないのかもしれま
せんね。と、他のママのアドバイスがありました。

ママたちのＱ＆Ａ苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270ナイスショット

秋空の下楽しく遊びました。

都
呂
々
保
育
園
の
お
と
も
だ
ち
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MONTHLY TOPICS １カ月の出来事をすばやくチェック

　介護予防講演会は志岐集会所であり、「明日香会」
による大道芸や「素敵な人生の楽しみ方」と題し講演
も行われました。
　大道芸では参加者の笑いがたえず、笑顔あふれる講
演会となりました。

１０月２９日
介護予防講演会、大道芸に笑顔あふれる

▲志岐小学校の皆さん（金賞は４/１５校）

▲富岡小学校の皆さん（金賞は５/２４校）

　都呂々１区長寿会では国道沿いでボランティア活動
を行いました。
　町の花いっぱい運動に協力して、この日まいたのは
キンセンカの種など。
　咲くのが楽しみですね。

１０月２２日
都呂々１区長寿会ボランティア

　第１６回屋内消火栓操法大会は天草広域連合消防本部
で開催され、苓北町から苓北発電所、はまゆう療育
園、慈恵病院、苓北町役場が出場しました。
　上位入賞はありませんでしたが、各事業所での火災
の初期活動に役立つ経験となりました。

１０月３１日
屋内消火栓操法、苓北町から４チームが
出場

　第３０回苓北町親善ハンドボール大会は都呂々小学校
体育館であり、町内から７チームが参加しました。
　ハンドボール初心者も多数参加。フレンドリーなム
ードのなかにも最後は実力を発揮した地元都呂々、若
獅子会の優勝となりました。

１０月２２・２３日
親善ハンドボール大会、初心者も多数参加

　第１７回町内同級生ミニバレーボール大会は体育セン
ターで行われ、エガちゃんピンが７度目の優勝を果た
しました。
　大会には１２チームが参加、写真は優勝したエガちゃ
んピンの皆さんです。（写真提供＝小野勉さん）

１０月３１日
同級生ミニバレー大会、エガちゃんピンが
優勝

　県連認定第２０回四半的弓道苓北大会は苓北町体育セ
ンターで開催され、県内外から１２７人が出場しまし
た。
　個人の部で江上繁隆さんが見事１位、団体でも苓北
チームが２、３位を独占しました。

１０月２５日
四半的弓道苓北大会、江上繁隆さんが
個人１位

　第４８回ＲＫＫ熊本県小学校器楽合奏コンクールで志
岐小学校と富岡小学校がともに金賞を受賞しました。
　志岐小はＡの部（器楽、３０人以内）、富岡小はＣの
部（器楽、３～１５人）にそれぞれ出場。
　本コンクールでは、金・銀・銅に評価され１校が最
優秀に選ばれます。両校とも最優秀とはなりませんで
したが、日頃の練習の成果を十分発揮する結果となっ
たのではないでしょうか。
（写真提供＝上）志岐小学校、下）富岡小学校、ともに
　熊本県立劇場前で撮影）

１０月１１日
ＲＫＫ熊本県小学校器楽合奏コンクール、
志岐小・富小が金賞受賞

　天草高校（天草市）と土坪高校（韓国）の生徒が苓北真
珠（阿倍正直さん、坂瀬川和田）で真珠のとりだしを体
験しました。
　交流の一環で訪れた生徒ら。とりだしたばかりの自
然色の真珠に感動していました。

１０月１７日
韓国と日本の高校生、真珠とりだし体験で
交流

　九州電力(株)苓北発電所のオープンデーは同所構内
であり、多くの人で賑わいました。
　普段見ることのできない部屋なども公開（写真）さ
れたほか、子どもが楽しめるイベントの開催、お手製
の焼き芋も無料でふるまわれました。

１０月１７日
苓北発電所オープンデー

　海上自衛隊の多用途支援艦あまくさ（西川一喜艦
長、坂瀬川西川内出身）が富岡港にやってきました。
　１９日には艦内などを一般公開。２０日、出港式には
田嶋町長らも出席して隊員を激励し、多くの人に見送
られるなか富岡港をあとにしました。

１０月１８～２０日
海上自衛隊艦艇あまくさ、富岡港に

　天草市で行われた天草郡市中体連駅伝大会に苓北中
学校が出場しました。
　全２０チーム中、女子が４位入賞を果たしましたが、
男子は惜しくも７位となりました。
　写真は４区を走る稲尾友菜さん（２年生）

１０月２１日
中体連駅伝、苓北中女子が４位入賞
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MONTHLY TOPICS １カ月の出来事をすばやくチェック

　毎年恒例の町内４地区文化祭が開催されました。
　芸術の秋、文化の秋にふさわしく、どの地区でも絵
画や写真、創作作品、骨董品、園児や児童生徒の作品
がずらり。
　この日のために練習した演芸を披露する地区もあり
ました。会場設営など準備・運営にあたられた皆さ
ん、大変おつかれさまでした。

１１月１・１４・１５日
町内４地区で文化祭を開催

▲苓北町の出店ブース

▲大相撲境川部屋の皆さん▲屋外でたこやきを焼くスタッフの皆さん▲都呂々小児童が合唱を披露（都呂々、15日）

▲天草更生園の珈琲「麟泉」▲寒蘭展は節目の４０年を迎えたとのこと（志岐、14・15日）

▲施設内に展示された多くの作品▲フラダンスの演芸を披露（富岡、1日）

▲吹奏楽を披露する苓北中学校▲展示作品とバザー商品がならぶ（坂瀬川、1日）

　第１４回ふれあい祭は天草整肢園・苓龍苑・天草更生
園であり、多くの人で賑わいました。
　祭では、志岐保育園児や苓北中学校吹奏楽部などが
演芸を披露。また、各施設内には、入所者のたくさん
の作品が展示され、バザーも開催。テントを張った屋
外では、がね揚げ、たこ焼き、おでん、カレーライス
などが販売されていました。

１１月８日
第１４回ふれあい祭、多くの人で賑わう

　天草市から苓北町までの沿岸をカッターで漕艇する
カッターチャレンジ。小雨降るなか、生徒や保護者ら
の声援を受けながら、約４１㌔をリレーしました。
▼二江大橋（五和町）を通過し苓北町に入ろうとする
カッター船（写真）

１１月１日
苓洋・拓心高校がカッターチャレンジ

　茂木港（長崎市）で開催された第１５回茂木地区ふれ
あい祭に苓北町からも出店し、ヒオウギガイ、レタ
ス、みかんなど、町特産品を販売しました。
　オープニングセレモニーでは、田嶋町長が苓北町を
紹介・ＰＲするあいさつ。　
　祭には大相撲境川部屋の力士の姿もあり、イベント
への飛び入り参加、５００人分のちゃんこ鍋無料提供な
ど、会場は大変な賑わいを見せていました。
　苓北町からもたくさんの人が同イベントを訪れてお
り、行き帰りのｋｉｚｕｎａⅡは満席。出店販売した町特
産品も全て完売したとのことです。

１１月３日
茂木地区ふれあい祭、苓北町からも出店

　緊急地震速報（Ｊ-アラート）を受信後、自動的に防
災行政無線で放送。
　役場でも３つの安全行動をとるシェイクアウト訓練
を実施しました。
▼机の下にもぐり込む職員（写真）

１１月５日
津波防災の日、シェイクアウト訓練

　秋季ミニバレーボール大会は体育センターで開催さ
れ、町内から１２チームが出場しました。
　予選・決勝リーグを５戦全勝の圧倒的な強さでチー
ム「どんまい」が優勝。
▼写真は大会の様子（２階ギャラリーから）

１１月１２日
秋季ミニバレー大会、優勝は
チーム「どんまい」

　本年度の天草郡市育樹祭は苓北町で行われ、式典で
はみどりの少年団（都呂々小、写真）が「みどりを守
り育てていく」と誓いました。
　志岐漁港沿岸には松（防護林）を植樹。木の果たす
役割について考える１日となりました。

１１月１４日
天草郡市育樹祭、「みどりを守り育てる」
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　町では、富岡城から志岐城にかけた歴史的文化遺産
の復元と活用を図るため、平成２３年度から第２期富岡
志岐地区都市再生整備計画に基づき事業を推進してき
ました。
　事業の最終年度となる今年度は、計画に掲げた目標
の達成状況などについて客観的に検証する事後評価を
行います。そこで、事後評価原案を公表し、皆様のご
意見を募集します。

▼閲覧場所

　町ホームページまたは企画政策課

 ▼意見募集期間

　 １１月２０日（金）～１２月１０日（木）

▼意見の提出方法
　書式は自由。住所、氏名、電話番号を明記
し、郵送またはファックス、Ｅメールで提
出してください。提出されたご意見は、事
後評価の参考にさせていただきますが、個
別回答は行いませんのでご了承ください。

　■問い合わせ・提出先
　　企画政策課　担当／錦戸　
　　☎○町３９－０００４　○内２１２

　関東ふるさと苓北会は設立２０周年を迎え、記念式
典と懇親会を開催します。２０周年に相応しいイベン
トを準備し、皆様のご参加をお待ちしております。
お誘い合わせの上、ぜひご出席ください。

▼日時　　１１月２９日（日）
　　　　　午前１１時１５分～午後２時１５分
　　　　　受付　１０時１５分～

▼場所　　東海大学校友会館（霞が関ビル３５階）
　　　　　東京都千代田区霞が関３－２－５

▼会費　　男性１万円　女性８千円　　
　　　　　ご夫婦お二人で１万５千円
　　　　　（どちらかが苓北出身者）
　　　　　学生３千円
　ふるさと会では随時会員を募集しています。お知
り合いの人がいらっしゃいましたら、下記問い合わ
せ先へご連絡ください。

■問い合わせ先
　関東ふるさと苓北会　事務局長　平井正德
　TEL/FAX　０４４－９５５－３４８３
　E-mail　pxs10220＠nifty.com
　企画政策課　担当／浦﨑　内線２１２

ごあいさつ
　今年故郷苓北では、６月の豪雨、また台風で大きな被害
を受けたことを聞いてこころ痛めていました。早く復旧が
行われることを願っております。
　「関東ふるさと苓北会」は、平成８年に苓北町出身有志
の方々でふるさと会を設立し、今年で20周年を迎え、記念
総会を開催します。会の目標であります「会員相互の親睦
と互助を図りふるさと苓北の発展に寄与する」ことを目指
し、昨年から記念事業を進めてきました。記念事業の一つ
である、新制中学への寄付に関しましては、会員皆様のご
協力で目標を達成できました。
　総会では、20周年記念総会として、例年より少し豪華に
と計画しています。昨年に続き、還暦、喜寿のお祝い、皆
勤者の表彰を企画しています。その他にも例年実施してい
ます趣味の会（写真、絵画、陶芸、書）の展示コーナーを
設置します。また懇親会では、お楽しみ抽選会や例年より
盛大なアトラクションも企画しています。
 会の活動としては、年２回の親睦ゴルフ大会、趣味の会
の作品鑑賞を行っています。また今年からは、各地域のカ
ラオケ会や親睦会を行っていきたいと思っています。
　総会には、苓北町から田嶋町長はじめ、数名の方々にご
出席をいただき、町の近況を知る機会になり、皆様との交
流が図れます。ご親戚や友人の方にふるさと会のことをお
話しいただき、参加を呼びかけていただければ幸いです。
　20周年を節目の年として会の若返りを計画し、これから
もご理解とご支援をいただき、更なる発展を目指しますの
で皆様のご協力をお願い申し上げます。

関東ふるさと苓北会　会長　大仁田　淳

広報れいほく ２０１５ 11月号広報れいほく ２０１５ 11月号

Information 町からのお知らせ／くらしの情報

▲講師　今井　ひろこ氏
・山陰海岸ジオパーク公認2種ガイド
・ＮＰＯたじま海の学校副代表
大阪府出身。
大手化学メーカー研究員の傍ら、NPOたじま海の学
校を設立。結婚を機に兵庫県香美町に移住。
2010年より3年半、香美町観光商工課ジオパーク推
進員。ガイド活動の他、ジオストーリーを絡めた地
域活性化に成功。全国各地のジオパークで講演活動
を行う。その中で地域のことを頑張っているが、自
分の商売に活かされていない事業者の方に数多く出
会う。そんな方々の事業のお手伝いができるよう、
2014年秋に「コムサポートオフィス」を設立。
地域活動をしていることがお店の強みとなるととも
に、お店の価値をわかりやすく伝え、売上につなげ
るためのアドバイスを行っています。

ジオパークとは大地の遺産を活用した自然公園のことです

ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会

ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会

「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
を
元
気
に
！
」

「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
を
元
気
に
！
」

天草ジオパーク祭を開催します

第 回

天草陶石の露
頭

志
岐炭鉱石碑

台
座

花崗閃緑岩

おっぱい岩

富岡海域公
園

富
岡の砂州・砂

嘴

開催します
関東ふるさと苓北会・20周年記念式典

第２期富岡志岐地区都市再生整備計画事業の事後評価原案を公表
パブリックコメント　意見を募集します

上）百間土手から望む夜の富岡城
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左）祭に欠かせない笛（坂瀬川）
右）化粧した顔で担ぐはさみ箱をくるり（坂瀬川）

下）湯立て神事の様子（志岐）

下）伊邪那岐神社。
神社の石段をおり
るときも一糸として
乱れぬ様は見事
（上津深江）

左）鳥毛の見せ場、
通称「かたげなおし」
（上津深江）

左）元気に神輿をかついで
歩く子どもたち（志岐）

左）都呂々地区の
御輿担ぎ衆

右）しゃもじ
をもつ子ども
たちの行列
（都呂々）

右）祭の一部始終
をドローンで撮影？
（都呂々）

上）坂瀬川小学校グラウンドでの
神事を終えると祭も終盤を迎える。

れいほく 町内４地区、秋の例大祭は１０月１７日と１８日
に開催され、五穀豊穣、無病息災に感謝した。

各地区の歴史や伝統、文化を象徴する獅子舞や太鼓踊り、御輿に神幸行列―。

秋晴れのもと鳴り響くまつりの音色は季節の訪れを告げた。

季節の訪れを告げる季節の訪れを告げる
の例大秋秋 祭祭
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園
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品
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作
品

富岡保育園 年中・年長児クラスのおともだち この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

総務課広報係
ＴＥＬ３５－１１１１
ＦＡＸ３５－２４５４

都
呂
々
小
学
校
２
年平

田　

知
輝 

く
ん

ひ
ら 

た

と
も 

き

『
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の

　
　
　
町
に
遊
び
に
来
て
ね
！
』

　
お
家
つ
く
り
か
ら
始
ま

り
、
広
い
紙
に
道
を
作
る

と
、
家
を
貼
っ
て
町
が
で

き
ま
し
た
。
新
幹
線
も
走

っ
て
い
ま
す
。
公
園
も
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

想
像
力
は
広
が
り
、
た
く

さ
ん
の
お
店
屋
さ
ん
や
車

が
走
る
素
敵
な
町
が
完
成

し
ま
し
た
。

2021

「大きな大きな牛」

　

十
一
月
一
日
に
、
あ
い
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
四
年
生
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
影
絵
を
作

り
、
影
絵
劇
を
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
四
番
目
の
発
表
で
、
は
じ
め
は
少
し
し
か
緊
張

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
年
生
が
終
わ
り
、
一
年
生
が

終
わ
る
に
つ
れ
て
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
三
年
生
が

終
わ
る
と
、「
大
丈
夫
か
な
、
成
功
す
る
か
な
。」
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
発
表
の
時
に
な
り
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
、
お
客

さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
で
、
お
客
さ
ん
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
け
ど
、
頑
張
り
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
言
う

こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
影
絵
を
動
か
し
て
い
る

所
を
見
て
、「
あ
あ
、
も
う
大
丈
夫
だ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
み
ん
な
失
敗
す
る
こ
と
な
く
上
手
に
劇
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
影
絵
を
少
し
ず
つ
動
か
す
所
が

す
ご
く
上
手
に
で
き
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
発
表
を
上
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
の
作
文

坂
瀬
川
小
学
校
４
年

安
達　

聖
空 

さ
ん

あ 

だ
ち

せ　

ら

「
ど
き
ど
き
し
た
あ
い
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」



ラジオを聴きながら、みかん畑の
草引きするヒサ子さん

ラジオを聴きながら、みかん畑の
草引きするヒサ子さん

　都呂々（大河内）の笹山家の8人兄弟の長女として生
まれ育つ。終戦を迎えた2か月後、両親のすすめもあ
り、近くに住む美喜さんと結婚、子宝にも恵まれた。役
場に勤める夫を支えながら、祖父母と共に農業を手伝っ
た。「家族みんなが、本当に優しか人達やったけん、苦
労はしませんでした」とヒサ子さん。とても穏やかなそ
の表情が、いかに安堵に満ちた時間であったかを物語っ
ている。夫の美喜さんとの一番の思い出は、ブラジルで
いちご農家を経営する兄弟を訪ねたことだ。夫の美喜さ
んと行った最初で最後の海外旅行となり、ヒサ子さんに
とって決して色褪せない思い出となっている。
　現在、平田家は5人家族となった。「本渡に行って、
飯ば食いに行くぞ!!」の掛け声に「待たせんように、あ
るもんばさっと着ていきます」とヒサ子さん。家族全員
で行く外食は、ヒサ子さんの胃袋を幸福に満たす。最近
は、酢豚定食にはまっているとか。
　平田家の軒下の温かい陽だまりには、時折、霜月の冷
たい風が通り抜け、蒸しゴッパが透明度の高いあめ色に
変わった。正月を迎える準備だ。コッパ餅の材料となる
蒸しゴッパ作りが、毎年、ヒサ子さんの手で進められて
いく。平田家の変わらぬ味を守り続けるヒサ子さんは、
来年、米寿を迎える。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　にぎり寿司が大好きです。昔、船に乗っていた息子に会うた
めに下関に行ったことがありますが、そこで食べた、大トロ
のにぎり寿司が忘れられません。

　　好みの男性のタイプは？

　父ちゃん(夫の美喜さん)のごたっとがよかですね。まっすん
か(まっすぐな)人間で、優しかったです。65年あまり、父
ちゃんと添いましたけど、ケンカは、いっちょん(一回も)し
たことがなかったです。

　　もし生まれ変わったら？
　小学校6年生の夏休み、下田の病院に入院していた父親を介抱
したことがありました。その時、白衣を着た看護師さんに憧れ
たことがあります。生まれ変わったら看護師さんになってみた
いです。

　　長生きの秘訣は？
　出てさるく(出歩く)ことが一番です。特に天気の良か日は、
家の中には、おりたくなかです。家の者が「どけ、行くと
か？」と聞くので、「足の運動!!」と言って出かけます。毎
日、ラジオを持ってみかん畑の草引きをするのが、日課で
す。また、老人福祉センターや公民館で人と会って話してく
るのが、何より楽しみです。

問問
ひ けつ

平 田 ヒサ子さん

ひら た こ

（昭和３年９月８日生まれ）満87歳　大河内区在住　　

蒸しゴッパ作り名人!!ブリキのバケツで作ります？
No.176

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

***コッパ作り名人!!　
手が痛くならない

蒸しゴッパの作り方***
①ハガマに水を入れ、てんこ盛りに
　なるよう、さつま芋を入れる。
②てんこ盛りの芋に新聞紙をかぶせ、
　さらにブリキのバケツをかぶせ火をつける。
　(ハガマの蓋を使うより、倍の量の芋を加熱できる)
③芋に箸が通ったらザルにあげ、皮をむき手のひらで輪
切りにし、カゴに干す。

※1日に2回ほどひっくり反し、
　4日間ほどで出来上がる。
　さつま芋をまるごと加熱する
　ので、旨味や栄養が逃げず、
　何より、手が痛くないです。

2223

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

 

苓
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は

去
る
10
月
26
日
（
月
）
に
、
熊
本
市
中
央
区

神
水
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
慈
愛
園
子
供

ホ
ー
ム
で
先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
、
民
生

委
員
児
童
委
員
21
名
、
役
場
保
健
福
祉
課
２

名
、
社
協
４
名
の
計
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
、
慈
愛
園
子
供
ホ
ー
ム
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
、
児
童
養
護
施
設
の
業
務

内
容
や
施
設
内
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

定
例
会
な
ど
で
協
議
、
検
討
を
し
な
が
ら
少

し
ず
つ
苓
北
町
の
活
動
に
取
り
入
れ
、
よ
り

良
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

―

ど
ん
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

 

「
午
前
中
は
、
百
姓
の
真
似
事
、
午
後
は
、
自
転
車(

50
分)

で
麟
泉
の
湯
に
行
き
、
家
に
帰
る
と
体
操

を
60
分
。
こ
れ
が
私
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」

先
進
地
視
察
研
修

苓
北
町
民
児
協
通
信

広報れいほく ２０１５ 11月号広報れいほく ２０１５ 11月号

田
尻
光
俊

平
成
15
年
２
月
号
で
紹
介
し
た
、
た
っ
し
ゃ
か
も
ん
!!　

100
歳
の
現
在
を
直
撃

さ
ん
（
大
正
４
年
11
月
８
日
生
ま
れ
）

　

坂
瀬
川
西
川
内
区
在
住

輝
い
て
い
ま
す
　た
っ
し
ゃ
か
も
ん
　

　　　　　　　　つ
い
に
100
歳
!!

よしとも

よし とも

知恵袋
おばあちゃん

の

た

じ
り

み
つ

と
し



 ☎35-1111　　FAX 35-2454

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

土
木
管
理
課

お
心
当
た
り
の
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い福祉

保
健
課

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
へ

支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か

福
祉
保
健
課

平
成
28
年
成
人
式
を

１
月
４
日
に
実
施
し
ま
す教育

委
員
会

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

税
務
住
民
課

苓
北
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
６
人
制
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

苓
北
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の

調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

天
草
地
域
広
域
本
部

防
災
情
報

総　

務　

課

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す

天
草
保
健
所

業
務
用
空
調
機
の
定
期
点
検
を

実
施
し
ま
し
ょ
う

水
道
環
境
課

苓
北
町
巡
回
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

企
画
政
策
課

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報

　

町
道
舗
装
・
排
水
路
工
事
の
た
め
、
左
記

道
路
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
路
線
名

　

①
町
道
尾
越
線
（
舗
装
）

　
　

汐
入
橋
付
近
約
４
０
０
ｍ
を
全
面
通
行

　
　

止
め
。

　

②
町
道
釜
線
（
排
水
路
）

　
　

松
本
木
工
所
付
近
を
全
面
通
行
止
め
。

▼
規
制
期
間

　

11
月
30
日
〜
12
月
末

　

（
８
時
30
分
〜
17
時
）

　

迂
回
路
な
ど
に
つ
い
て
は
案
内
看
板
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

工
事
の
進
捗
に
よ
り
規
制
状
況
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
案
内
看
板
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
土
木
管
理
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
土
木
管
理
課　

担
当
／
松
井
、
笹
嶋

　

☎
○内
１
２
１　

○町
39
―
０
０
０
０

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
調
査
が
終
了

し
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
地
区
に
つ
い
て
の

基
礎
調
査
結
果
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
天
草

地
域
広
域
本
部
土
木
部
、
町
土
木
管
理
課
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て

も
準
備
が
整
い
次
第
、閲
覧
を
開
始
し
ま
す
。

▼
閲
覧
で
き
る
地
区

坂
瀬
川
地
区（
鶴
）、
志
岐
地
区
、
富
岡
地

区
、
都
呂
々
地
区
（
大
河
内
、
本
郷
、
狸

河
内
、
上
区
の
一
部
）

□問
天
草
地
域
広
域
本
部
土
木
部

　

☎
22
―
４
６
４
３

　

土
木
管
理
課　

担
当
／
川
瀬

　

☎
○内
１
２
１　

○町
39
―
０
０
０
０

　

富
岡
・
志
岐
方
面
運
行
の
「
は
ま
ゆ
う
療

育
園
〜
平
山
公
民
館
区
間
」
に
つ
い
て
、
町

道
釜
線
（
釜
公
民
館
前
）
を
通
る
ル
ー
ト
か

ら
「
国
道
３
２
４
号
線
（
役
場
前
）・
県
道

志
岐
本
渡
線
（
エ
ト
ワ
ー
ル
れ
い
ほ
く
前
）

を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
ま
す
。

▼
変
更
日　

12
月
１
日（
火
）か
ら

▼
運
行
日　
（
毎
週
の
）日
・
月
・
水
・
金

　
　
　
　
　
（
毎
月
の
）第
２
・
第
５
木
曜

□問
企
画
政
策
課　

担
当
／
宮
﨑

　

☎
○内
２
１
２　

○町
39
―
０
０
０
４

―
火
災
と
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注

　

意
く
だ
さ
い

　

11
月
29
日（
日
）午
前
９
時
30
分
か
ら
、
坂

瀬
川
和
田
区
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、
９
時
45
分
頃
に
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。（
坂
瀬
川
地
区
）

　

火
災
と
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、
県
災
害
対
応
実
践
講
座
の
一
環

で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

―
自
主
防
災
会
に
資
機
材
を
貸
与
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
中
区
、
年
柄
区
、
一
丁
目
区
、
都

呂
々
木
場
地
区
の
自
主
防
災
会
に
資
機
材
を

貸
与
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
一
般
財
団
法
人
「
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
」
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
の

一
環
で
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

□問
総
務
課　

担
当
／
田
尻

　

☎
○内
２
０
８　

○町
35
―
１
１
１
１

　

本
年
４
月
の
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
の
施
行

に
よ
り
、
業
務
用
空
調
機
の
定
期
点
検
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
下
記
の
機
器
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
点
検
が
来
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
機
器

　

▽
7・5
kw
以
上
の
冷
凍
冷
蔵
機
器

　

▽
50　
kw
以
上
の
業
務
用
エ
ア
コ
ン

　

※
対
象
機
器
の
銘
板
に
「
圧
縮
機
」「
電
動

　
　

機
」「
呼
称
出
力
」
と
表
示

□問
水
道
環
境
課　

担
当
／
吉
田

　

☎
○内
１
２
９　

○町
39
―
０
０
０
１

　

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
す
。

　

新
規
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
数

は
日
本
で
毎
年
約
１
，５
０
０
件
の
報
告
が

あ
り
、
今
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ

は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
る
こ
と
で
、

エ
イ
ズ
の
発
症
を
予
防
し
た
り
遅
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

天
草
保
健
所
で
は
毎
週
火
曜
日
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
に
併
せ
て
、
日
程
や
時
間
帯
を
広
げ

て
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
一
度
検
査

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
検
査
期
間　

12
月
１
〜
４
日

▼
受
付
時
間　

９
〜
17
時（
１
日
は
19
時
ま
で
）

▼
検
査
場
所　

天
草
保
健
所

▼
検
査
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
ほ
か

▼
検
査
方
法　

採
血

▼
そ
の
他　

前
日
ま
で
に
要
予
約

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

□問
天
草
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
23
―
０
１
７
２

　

Ｈ
25
・
３
・
31
ま
で
に
市
町
村
の
助
成
で

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
い
ず
れ
か
を
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が

生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
は
、
接
種

と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
、
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

□問
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

　

機
構　

救
済
相
談
窓
口
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
―
１
４
９
―
９
３
１

　

ま
た
は
☎
０
３
―
３
５
０
６
―
９
４
１
１

　

現
在
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
続
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

▼
請
求
用
紙
は
福
祉
保
健
課
ま
で

▼
印
鑑
持
参
（
印
鑑
の
届
け
が
必
要
）

▼
戸
籍
抄
本
が
必
要

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□問
福
祉
保
健
課　

担
当
／
笹
山

　

☎
○内
１
４
１　

○町
39
―
０
０
０
２

　

成
人
式
で
の
意
見
発
表
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
12
月
４
日（
金
）ま
で

に
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
会
場　

志
岐
集
会
所（
苓
北
町
民
ホ
ー
ル
）

▼
対
象
者　

Ｈ
７
・
４
・
２
〜
Ｈ
８
・
４
・

１
生
ま
れ
で
、
町
内
中
学
校
を
卒
業
ま
た

は
、
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
る
人

□問
教
育
委
員
会　

担
当
／
永
野

　

☎
○内
４
０
２　

○町
35
―
２
１
１
１

　

人
権
問
題
や
相
続
問
題
、
金
銭
問
題
―
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日　

時　

12
月
１
日（
火
）
10
時
〜
15
時

▼
場　

所　

苓
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□申
□問
税
務
住
民
課　

担
当
／
坂
本

　

☎
○内
１
０
６　

○町
39
―
０
０
０
２

　

第
27
回
苓
北
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
大
会

を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
期　

間　

12
月
10
〜
18
日（
土
日
除
く
）

▼
会　

場　

坂
瀬
川
地
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
料　

３
，０
０
０
円
／
チ
ー
ム

▼
締　

切　

11
月
30
日（
月
）

□問
事
務
局
（
役
場
農
林
水
産
課
内
）
宮
﨑

　

幸
輔

　

☎
○内
１
１
８　

○町
39
―
０
０
０
０

広報れいほく ２０１５ 11月号広報れいほく ２０１５ 11月号 2425

□問…問い合わせ先　□申…申し込み先　○内…内線　○町…町内無料電話

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号

3831351

3835751

3836851

3838951

3712451

3713751

3714851

3737551

3738451

3739751

3740951

3742051

3743351

3744251

3753551

3757651

3787451

3647351

3648251

3649551

3650851

3651651

3652951

3599151

3544751

3480851

3481651

3439851

3440151

3450351

3452551

3453451

3454751

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

不問
不問
不問
不問
45歳以下
不問
不問

不問

不問
不問
不問
不問
不問
40歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

167,600～199,100

129,000～134,000

210,000～215,000

153,000～153,000

213,000～223,000

195,000～215,000

159,000～174,000

159,000～174,000

159,000～223,000

141,000～153,000

141,000～151,800

205,000～267,000

213,000～223,000

258,800～280,800

138,000～161,000

160,000～160,000

220,000～310,000

205,000～305,000

205,000～305,000

138,000～178,000

123,000～153,000

123,000～143,000

133,000～188,000

150,000～250,000

140,000～199,100

123,200～149,600

123,200～149,600

158,000～173,000

399,800～439,400

203,800～310,800

203,000～213,000

195,000～223,000

150,000～163,000

社会福祉士または相談支援専門員

看護助手
作業療法士
准看護師
言語聴覚士
看護師
准看護師
准看護師
訪問看護師
ケアワーカー（介護員）
訪問介護（ホームヘルパー）

理学療法士
言語聴覚士
医療事務管理職候補
一般ゴミ収集、運搬
農作業員
土木現場監督
理学療法士または作業療法士

理学療法士または作業療法士

准看護師
調理員
受付事務・送迎
介護職員
染色工
看護師
工場内軽作業（検査）
裁断工
栄養士
薬剤師
診療放射線技師
管理栄養士
看護師
介護福祉士

1人
1人
1人
2人
1人
1人
1人
2人
1人
3人

1人
1人
1人
1人
3人
3人
1人

2人

2人
1人
3人
1人
2人
1人
1人
2人
1人
1人
1人
1人
1人
4人
1人

求  人  情  報求  人  情  報
【常用一般分抜粋】

11月１日現在



善意の寄附
ありがとうございました

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

本　郷　　山川　蓮斗（れんと）
浜之町　　永野　想雨（そう）
下　向　　岡野　杏香（ももか）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

春の迫　野島　健悟　　春の迫　福田　愛依

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

浜之町　　松下ハギエ　　87歳
　浜　　　平田マルエ　　90歳
馬　場　　福田　忠勝　　81歳
木　場　　西田　　紘　　75歳
四丁目　　山本　髙光　　88歳
白木尾　　田中　正喜　　93歳
白木尾　　　松　靜美　　84歳
小　松　　松村　德美　　85歳

●社協寄付（10月受付分）
　松　靜美さん　　　　　　門口　喜成さん
平田　孝男さん　　　　　　田中　芳昭さん
福田　幸子さん　　　　　　松下　益美さん
若松　俊光さん　　　　　　松村ミヤコさん
山本　憲二さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.10.17～Ｈ27.11.１７）
平本タツエさん（神奈川県）　川淵　　勲さん（福岡県）
橋本　幸雄さん（鹿児島県）　山西　正男さん（兵庫県）
土井　艶子さん（兵庫県）　小林　澄子さん（茨城県）

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成27年10月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
10月計

件数
０件
０件
２件
０件
０件
０件
０件
０件
２件

0円
0円

20,000円
0円
0円
0円
0円
0円

20,000円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

１２月

☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３５－１１３３
☎３５－１１３３

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
医師会病院
医師会病院

（内）
（外）
（内）

（内・整・リハ・泌）
（内）
（内）

※休日当番医は11月13日現在の予定です。本紙発行後に変
更になる場合があります。天草郡市医師会ホームページで
も確認できます。

12月６日
 13日

　　20日
23日

    27日
31日

（日）
（日）
（日）
（水・祝）
（日）
（木）

１２月休日当番医

交通事故防止に努めましょう
　苓北町では11月11日現在、10件（前月

比＋3）の交通事故（負傷者13人）が発生

しています（件数は本年１月からの累計）。

　安全運転を心がけ、交通事故防止に努めま

しょう。

休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
3日（木）、17日（木）
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日（31日は開館します）
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
毎週水曜日

10月受付分
〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状をおくりましょう

（敬称略）

幸せにゴールイン （敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

2627

　「事前に知っていれば………」
　まさかのときに備えるため、お気軽にご参加くださ
い。予約は不要。無料相談会のみの参加も可能です。
▼と　き　１１月２８日（土）
　　　　　相続・遺言法律教室　１３：００～１３：５０
　　　　　無料相談会　　　　　１４：００～１６：００
▼ところ　天草市民センター（第１会議室）
□問　熊本県司法書士会　☎０９６－３６４－２８８９

　交通事故、土地・建物・金銭の賃借関係など民事一
般、夫婦関係、親子関係、相続など家庭親族間の問題
▼と　き　１２月４日（金）　１０時～１５時
▼ところ　天草市民センター（２階会議室）
▼相談員　天草ひまわり基金法律事務所　林浩一弁護
　　　　　士、天草調停協会会委員

　「依存症」は、本人だけにとどまらず、家族や周囲
の人たちをも巻き込み、対応に苦慮している場合が多
いことから、依存症とはどういうものか、地域でどう
見守っていけばよいか―、などの貴重な話を聞くこと
ができます。
　お気軽にご参加ください。
▼日時　１２月１４日（月）　１３時～１６時
▼場所　天草中央保健福祉センター（１階集会室）
　　　　（亀場町亀川１８８６－２）
▼対象　民生委員、学校関係、地域家族会会員、関係
　　　　機関、地域住民など
▼内容　①アトラクション
　　　　　倉岳町「こっぱ劇団」による寸劇
　　　　②講演会
　　　　　演題「アディクションとは」
　　　　　講師　矢田部　裕介氏（精神科医）
　　　　　　　（熊本県精神保健福祉センター次長）
　　　　③自助グループの紹介
　　　　　アルコール依存症やギャンブル依存症の自
　　　　　助グループの活動紹介、体験発表など
□問　天草保健所保健予防課　☎２３－０１７２

広報れいほく ２０１５ 11月号広報れいほく ２０１５ 11月号

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年
11月を「ねんきん月間」と位置付け、公的年金制
度に対する理解を深めていただくための普及・啓発
活動を積極的に行っています。
　また、ねんきんネットなどを活用してご自身の年
金記録や年金受給見込額を確認し、老後の生活設計
に思いを巡らせていただくことを目的に、11月30
日を「年金の日」としています。

●平日の年金相談（本渡年金事務所）
　午前８時30分～午後５時15分まで
　（毎週月曜日（月曜日が休日の場合は直後の開庁日）
　は、午後７時まで）

●休日の相談日（本渡年金事務所）
　毎月第２土曜日の午前９時30分～午後４時まで

●ねんきんダイヤル（一般的な年金相談用）
　ねんきんダイヤル（市内通話料金）　
　☎０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）
　IP電話、PHSからは、☎０３－６７００－１１６５
　平日の年金相談は午前８時30分～午後５時15分
　まで（毎週月曜日は午後７時まで）
　第２土曜日は午前９時30分～午後４時まで

□問　本渡年金事務所
　　☎２４－２１１２

年金相談等について

～毎年１１月は「ねんきん月間」
  １１月３０日（いいみらい）は
　　　　　　「年金の日」です～

司法書士による相続・遺言法律教室
&無料相談会

無料調停相談

「第６回天草こころの健康づくりの集い」

くらしの情報
勝・友美
幸一郎・和美
忠祐・葵

子どもの急な病気の相談に応じます

■ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話からは
　☎０９６－３６４－９９９９

☎＃８０００番
■受付日時　毎日、午後７時～午前０時

天草保健所
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